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自然エネルギーを利用した木材乾燥技術の開発 

～ 低コスト型木材乾燥装置と技術開発 ～ 

 脱温暖化に向けた技術開発は、世界レベルにおいて緊急かつ共通の課題です。一方で現在の木材乾燥機の
多くは、灯油や重油を熱源としているため、よりクリーンで安全な燃料が求められています。そこで、本県
に多い中小規模製材工場が導入しやすい低価格で、これまでのような化石燃料を使用せず、太陽熱などの自
然エネルギーを組み合わせ、低コスト・高品質で乾燥できる木材乾燥装置の開発をめざします。 

 これまでの太陽熱を木材乾燥に利用
する既往の研究成果に基づく技術を生
かしながら必要に応じて改善し、さら
にＣＯ２ヒートポンプ技術の導入に
よって効率よく冬期間の乾燥装置内の
加温を行い、環境負荷の低減と乾燥経
費の抑制を図り、高品質な乾燥材生産
が可能な木材乾燥装置を開発します。 

 徹底した集熱効率の向
上を図るべく、予備試験
として太陽熱の集熱試験
を行っています。 

 この装置と技術が開発されれば、中小規模の製材工場でも人工乾燥装置の導入が進み、今後、公共施設で利
用増の見込まれる県産板類など安定的な乾燥材の供給につながります。さらに、比較的低い温度域での乾燥で
あることから、サイズの異なる構造用製材を混載しての乾燥が可能になり、少量多品目生産の製材工場でも導
入が促進されます。 
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図－１ 従来の化石燃料に依存した木材乾燥機 

図－２ 新型木材乾燥機の試作イメージ 

 また冬期や夜間にも安定した温度条件を保つため、
蓄熱槽の検討や、太陽熱とＣＯ２ヒートポンプを併用
したシステムを構築し、実証試験を行っていきます。 




